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2 月 14 日、当センターの 2017

年度通常総会が開始されまし

た。昨年度の事業報告と今年度

の事業計画に加え、今年は理事

改選の年に当たり、新体制の承

認が行われました。 

■総勢 14 名の参加者には、初め

て参加された方が多かったこと

から、当センターの活動内容に

ついての理解を深めていただこ

うとの趣旨で、総会開始前に当センターの山本理事が

「知的障がい者と福祉事業所」というテーマでプレゼ

ンテーションを行いました。参加者はプロジェクター

を使った説明を真剣に聞き入り、当センターが行って

いる活動への理解を深めました。 

■直後に開始された総会では、清田理事長が「平成 28

年度の事業報告」を行いました。就労者の拡大につい

ては目標２から３

人に対して実績は

５人、一方利用者の

確保については目

標８人に対して実

績は７人だったと

報告しました。 

続いて清田理事長は、昨年度の特徴的な事項として

「既就労者の定着支援活動」について報告しました。

３年前に就職した利用者と昨年就職した利用者に問

題が発生、就労先や地域の支援センターと連携して行

ってきた活動内容を具体的に説明し、定着支援の重要

性を訴求しました。 

最後に行われた収支状況については、昨年訓練所に

設置された間仕切り工事の負担が大きかったが、騒音

や粉じんなどの環境問題を解決できたと報告された。

また入所者の早期就労は喜ばしいことである反面、収

支面では厳しいものがあり入所者の確保が重要とな

っていると報告しました。 

■新年度の事業計画は、事業所の定員枠をフル活用す

る利用者数確保を目指し、当センターでの実習者のフ

ォローや見学者の拡大に加え、直Ｂ受け入れのアナウ

ンスを実施していくことを掲げました。定着支援につ

いては、就労・支援センターとの連携による定期訪問

の目標を掲げました。とりわけ、直Ｂ受け入れについ

ては「教育のあり方を確立すること」「新規作業や場

所の獲得」など難しい課題があると説明されました。 

参加者からの「直Ｂ」に関する質問に対して清田理

事長は、特別支援学校の先生方から聞いた「就労支援

事業所からＢ型事業所志向」という最近のトレンドと

その背景を説明しました。 

■最後に新体制の提起が行われました。４月よりノー

リツＯＢの亀原さんが理事として活動に参加するこ

とと、エスコアハーツの社長交代人事に伴い林新社長

が非常勤理事として加わることが提案され、理事・監

事の再任と共に承認されました。 
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P C ＆ 通信 

  
山本理事が当センターの活動内容を参加者に説明 

右から２人目が林社長、左から２人目が亀原さん 


